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鈴木 哲也 〔和泉地区〕

和泉キャンパスに念願の新教育棟が建設 され る。この新教育棟にっいては当初からメディア環境の

充実が目指されていたため、和泉地区情報科学センターおよび和泉システム課がその基本プラン立案

に積極的に参加してきた。和泉委員会および和泉地区新教育棟建設促進委員会が中心となって建築プ

ランの作成が進められたが、情報セクションの考え方をとりいれていただき、大胆なコンセプ トを打

ちだすことができたのではないかと思 う。最終的に、和泉キャンパスの考え方は、基本的には、ご承

認いただけた。関係各部署 ・各位には、心から感謝したい。

和泉新教育棟の基本プラン作成にあたっては、駿河台の リバティータワー建設の際に情報セクショ

ンから提起 されたと聞いている 「ワンス トップ ・サー ビス」とい うコンセプ トを根本にすえた。 さら

に、和泉キャンパスにおける教育 ・研究活動をいっそ う活性化 させるために、学生 ・教員 ・サポー ト

ス タッフのコラボレーションを促進すべきであると考え、三者が使用するスペースを近接 させること

にも配慮 した。明治大学の情報セクションに従来からあった基本思想を受け継ぎ、そ こか らさらに一

歩を踏み出したプランを作りあげ、組織の継続性と創造性を示 したいとの一念を抱きながら、和泉地

区のスタッフは基本プラン作成に力をそそいできたと思う。心から感謝申し上げる。

もちろん、所属キャンパスなどには関係なく、様々なご支援をいただいた。ありがたかった。仕事

を進める過程で感動を覚えることさえあった。決して大げさな表現は していない。

しかしながら、完成後、新教育棟が期待 どお りに機能するか どうか、今で も、大いに不安である。

さらに、新教育棟の諸設備を活用 しその真価を発揮するためには、まだまだや らなければならないこ

とが山積 している。勝負はこれからだな、と思っている。


